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はじめに

小児循環器病学の分野において、先天性心疾患の診断や外科治療は著しい進歩をとげて

きた。そして、‘心臓病をもっ子供'が心臓手術の後、成人となり次世代を生産することが

極めて当然のようになってきている。しかし、先天性心奇形の成因、病態形成に関する研

究は治療学に比してたち遅れており、心臓病が遺伝するかという単純な問いに対して明確

な答えを出せずにいるのが現状である。私どもは、科学研究補助金を受けて平成 5年から

平成 6年(一般研究-c) にかけて先天的に心血管奇形を有するラットの胎仔を培養するこ

とで心臓発生の過程を経時的に観察し、免疫組織学的に神経堤細胞の関与について研究を

行い、平成 7年から平成 8年(一般研究-c) にかけては催奇形性のある化学薬品(ピスダ

イアミン)をラット胎仔に投与し、この薬剤の影響を通じて心奇形の発生機序における神

経堤細胞の役割について研究を重ねてきた。平成9年から平成 10年(基盤研究-c)はラッ

ト胎仔の培養を用いて、主に細胞間質に発現する接着因子などの心発生における関与につ

いて検討し、平成 11年から平成 12年(基盤研究-c) にかけては冠動脈の発生を規定する

因子について研究を行ってきた。さらに、平成 13年から 14年(基盤研究-c)にかけては

冠動脈奇形の機序を解明し，心筋細胞成長障害との関連を検討してきた。

これまでの成果は、研究を始めるに当たって考慮し、意図した目標とはずいぶん隔たり

があり未だ十分満足すべきものではないが、今後の研究に対する展望を開くことができた

と考えている。

近年、医療の分野において遺伝子治療が導入されようとしている。将来、先天性の心臓

病にもこの治療法を取り入れられることが期待されるが、このためには、遺伝や環境要因

によって引き起こされる心奇形の発生機序と責任遺伝子を解明することが最も重要な鍵で

あるのは言うまでもないところであろう。今後のもこの大きな目標に沿うべく研究を進め

ていきたい。
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